
地球と人類の明るい未来について

金星からのメッセージ

The Message from Venus

★

「ワンダラー」という言葉をご存じでしょうか。

ワンダラーとは、地球と人類の進化のために奉仕することを願って

地球へ生まれ変わってきた、他の惑星の魂の人々のことを指します。

★

このホームページは、日本のワンダラーの仲間たちによって制作されました。

私たちは、このホームページを通じて、一人でも多くの方々へ

地球と人類の、現在および未来に関する大切なことを

お伝えしたいと願っています。

★

https://www.messagefromvenus.jp/
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は じ め に

このホームページは、近い将来に必ず訪れる、ある大切な日に備えて、地球の人々に心の

準備をしていただくために作られました。

ホームページのタイトルにある「金星」とは、言うまでもなく、私たちの「地球」のすぐ

となりの星「金星」のことです。

「なぜ金星からのメッセージなのか」「金星には何も無いと証明されているではないか」

と思われる方も多いと思いますが、その答えは、このホームページをお読みいただくうちに、

必ずお分かりいただけると信じています。

このホームページの内容には、現代の常識では到底認められないことも、少なからず書か

れています。しかし、もしおかしいと思われるところがあっても、あなたの心の奥の、直感

のひらめきに耳を澄まされ、最後までお読みいただけることを願ってやみません。
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第１部 地球の実相

1. ７回目の文明

私たちは、学校の世界史の授業で、地球上の文明は紀元前3000年ごろのエジプト文明、メ

ソポタミア文明、インダス文明、黄河文明に始まった、と習いました。

しかし、地球を訪れている他の惑星の人々は、地球には一万年あまり前まで、太平洋の南

から北にかけてレムリアという大陸があり、ヨーロッパからコーカサスまでの地域にはアト

ランティスという大陸があったが、レムリア大陸は10,508年前（1960年からさかのぼって）

に海に沈み、アトランティス大陸は10,200年前（同）に沈没して、当時の文明はなくなりま

した。エジプト文明はアトランティス大陸から残った文明です、と告げています。

さらに他の惑星の人々は、地球人類の文明は、過去に何度も滅亡を繰り返していて、今が

７回目の文明であり、私たちは七万五千年以上も前から地球を観察して来ました、とも語っ

ています。

そうすると、地球上の文明は、通常考えられているよりもはるか昔から存在し、興っては

滅亡することを繰り返して、今日に至っていることになります。

なぜ、地球人類の文明は、これまでに６回も滅亡しなければならなかったのでしょうか。

2. 地球は太陽系の中で最も進化の遅れた星

この太陽系の他の惑星の人々は、自分たちがただ偶然にこの宇宙に誕生し、存在している

のではなく、万物の創造主（宇宙創造神）によって生かされていることを理解し、心と精神
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の発達に重きをおいて、永遠の進化の道を歩んでいます。

それに対して、地球では、太古に人類の動物的進化が始まり、原始時代を経て、やがて文

明が興って以降、地球の人々は精神の発達をなおざりにして、物質の発展にのみ、突き進ん

できました。

実はこれには、そうならざるを得なかった深い 理 があるのですが、そのことはまた別の
ことわり

機会にお伝えします。

地球人類は、その結果、物欲と我欲が心に芽生え始め、やがてそれは、人と人との争い、

破壊、殺りく、戦争へとエスカレートし、最後には惑星地球の地殻の変動を招いて滅亡する、

という同じことの繰り返しを、過去に６回も繰り返してきたのでした。

地球の人々は、この太陽系の中で知的生命体は自分たちだけだと考えています。これは例

えて言えば、遊んでばかりいて進級できず、同級生がみな卒業してゆく中で、何度も落第し

て学校に一人残った生徒が、この学校は自分だけのために用意されているのだと、勘違いし

ているようなものです。

心と精神の発達に重きをおいた他の惑星の人々は、すでに光のより高度な段階に解脱した、

高いバイブレーションの世界へと進化しています。そしてそのバイブレーションを意識的に

落とすことにより、私たち地球人と同じ姿かたちで現れるのです。

では、バイブレーションとは何でしょうか。

3. バイブレーションの違い

バイブレーションとは、波動とも振動数ともいいますが、物質や精神の存在レベルを言い

表す言葉で、地球上ではまだ一般的に認識されていない概念です。

例えば、バイブレーションが違うと、同じ空間に存在しても、低いレベルからは相手を感
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知することができません。宇宙船や円盤が頻繁に見えないのはこのためです。
ひんぱん

この太陽系の他の惑星の人々は、すでに地球人の五感を超えた、高いバイブレーションの

段階に進化しているため、通常、その姿を見ることや観測することは不可能です。

ですから、地球人が金星や火星に探査機を送って調査しても、文明はおろか生命のこん跡

すら見つからない、荒れ果てた大地に見えてしまうのは仕方のないことなのです。

物理学者や科学者がどれだけ研究を尽くしても、それはこの地球の低いバイブレーション

の、枠の中での研究ですので、その枠を超えて、より高度なバイブレーションの世界のこと

を解明するのは不可能でしょう。

4. 他の惑星からの援助

今、地球には、この太陽系はもちろん、別の太陽系や別の銀河系宇宙からも、地球人類を

援助するために、はるばる宇宙の友人たちがやって来ています。もちろん、それぞれの進歩

の程度は異なりますが、すべて地球に対する万物の創造主（宇宙創造神）の計画の一部です。

あなたは、「もしそうなら、なぜもっと姿を現さないのか」と思われるでしょう。その理

由は、宇宙には、一つの惑星の進化に他の惑星が直接干渉することはできない、という厳密
げんみつ

なルールがあるためです。

ですから、他の惑星の人々は、地球の人々の意に反して、扉を無理矢理こじ開けるような

ことは、決してありません。地球の人々の意識が自ら変わるように、地球人の自由意思を尊

重して、慎重に援助しています。

世界中で時々起こっている円盤目撃例などはその一環であり、地球の人々の心が徐々に宇

宙へと向けられ、自分たちが宇宙の孤児ではないことに気付いてもらえるよう、サインを送

っているのです。
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5. 核爆発は太陽系を分裂させる力

さて、地球人類は、心と精神の発達をおろそかにして、物質の発展にまい進してきたとお

伝えしましたけれど、他の惑星の人々が一番憂慮しているのが、地球人が発明してしまった
ゆうり よ

核兵器（原子爆弾）のことです。

この太陽系の太陽と惑星の位置関係が、原子の原子核と電子の配列と、とてもよく似てい

ることに気が付かれるでしょう。原子は太陽系の構成成分以外のなにものでもなく、その原

子を破壊することは太陽系を破壊することであり、その力は決して建設的に用いることはで

きない、核爆発は太陽系を分裂させる力なのです、と宇宙の友人たちは教えています。

２０世紀半ばに、人類がこの原子爆弾を発明して以来、他の惑星の人々は特に頻繁に地球

を訪れ、地球の文明が核戦争によって突如終えんを迎えることのないよう、注意深く観察し

ています。

そしてひそかな介入により、核戦争への突入を寸前で食い止めたこともあったのです。こ

の恐ろしい事実は、いつの日か明らかにされる時が来るでしょう。

6. 地球はいま、進化の大周期を迎えている

一つの惑星の中で暮らす生命は、そのまま成長するだけではいつか限界点を迎えます。つ

まり、その惑星の人類の活動が惑星全体にまで及んだとき、もはやそこを越えることはでき

ず、一つの惑星の中で生命の活動は行きづまってしまいます。そしてさらには、お互いにお

互いを食い合って、自らを滅ぼしていく状態にさえ、なってしまいます。

今の地球人類が、まさにその状態にあり、自ら生み出した物質文明の重みに押しつぶされ

そうになっているということに、あなたも気が付かれるでしょう。
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現在、地球人類は、７回目の文明の終わりの時期を迎えています。そして今度こそ学校を

卒業して、他の惑星の仲間入りができるほどに飛躍的な進化を遂げるか、それともまたもや

落第するかの、大きな大きな分岐点に差しかかっています。

この進化の大周期に、今、他の惑星の人々は大挙して地球を訪れ、さまざまな援助の手を

差し伸べているのです。

7. ワンダラーという人々

このホームページの冒頭で、「ワンダラーとは、地球と人類の進化のために奉仕すること

を願って、地球へ生まれ変わって来た、他の惑星の魂の人々のことを指します」と書きまし

た。

宇宙には、一つの惑星の進化に他の惑星が直接干渉することはできないというルールがあ

ります。ですから、ワンダラーは、地球人に生まれ変わって地球人となって、地球と人類が

正しい進化の方向へ、次の進化の段階へと進むのを、お手伝いする役目を担っています。

ワンダラーは、魂が他の惑星人であるという以外、心も身体も地球人になりますので、生

まれた時には過去のことを一切覚えていません。そして徐々に自分の魂に目覚め、果たすべ

き役目があることに気付きます。

一方、自分の素性に気付いていないワンダラーも少なからずいます。しかし、そのような

ワンダラーでも、自らの心に湧く思いのまま、社会の各分野で人々のために奉仕している方

は、大変多いはずです。
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8. 金星の大長老

地球と人類に対する他の惑星の方々の援助は、万物の創造主（神様）の御心により、秩序

整然とした計画で行われています。ワンダラーが地球へ転生しているのもその一環です。そ

してこの計画の責任者は、金星の大長老・サナンダ様が担っています。

サナンダ様は、約二千年前、地球上へ肉体をもって生まれています。その時の名前は小学

生でもよく知っている歴史上の人物、イエス・キリストです。

実は、このホームページ上で、イエス様の名前を明らかにすることは、私たちワンダラー

にはためらいがありました。なぜかと言えば、いま現在、世界中にキリスト教の熱心な信者

がおられる中で、イエス様は金星から来られたのですとお伝えしても、一体どれだけの人に

分かっていただけるだろうか、むしろ反発を招くだけではないだろうか、と考えたからです。

しかし、私たちがこのホームページでお伝えしたい大切な事がらの責任者はサナンダ様で

あり、その方に関する重要な事実を伏せることは、神様の御心に添っていません。そこで誤

解を恐れずに、ありのままを発表することにしました。

いにしえのイエス様は、今、サナンダ様として、「神の御国」が地に現されるように、こ

の地球上空で宇宙船に乗って、昼も夜も世界中を駆け巡っておられます。
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第２部 進化のために

1. 原因と結果の法則

「原因と結果の法則」という言葉を、あなたはご存じでしょうか。

「まいた種は刈り取らねばならない」とか「因果応報」ともいいます。私たちワンダラー
いん が おうほう

は「カルマの法則」と呼んでいます。これは宇宙のどの星においても作用する、宇宙普遍の
ふ へん

法則です。

神様から生み出された魂は、長い長い宇宙年月を経て、やがて自由意思をいただいて人間

の魂となります。人間は、この宇宙の中で自らの意志で何らかの行為をし、そしてその反動

を受けることになります。分かりやすく言えば、良い行為に対しては良い反動を、悪い行為

に対しては悪い反動を受けます。これをカルマの法則といいます。

カルマは、人間がその自由意思を成長させてゆくための手がかり、助けとなります。人間

は自らの行為の結果を自ら体験することにより、心の使い方を徐々に学んでいきます。

ところが、地球人類の場合は、大変困ったことになったのです。

2. 累積したカルマ

地球は過去に６回も文明の滅亡を繰り返してきた、と以前に書きました。カルマは自由意

思をもつ人間に属するものなので、一つの文明が終わっても、カルマは人類とともに次の文

明へと持ち越されてゆきます。

地球人類は、過去６回にわたる文明の中で、間違った行為を繰り返してきたために、カル
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マはカルマを呼び、そのカルマがまた次のカルマを生み出して、現在の７回目の文明では、

もはやその悪いカルマは、人類の努力だけでは到底解くことができないところまで、累積し
るいせき

てしまいました。

つまり、このまま進むと現在の文明も滅亡に終わり、それどころか、その累積したカルマ

のために、惑星地球自体をも粉砕崩壊させてしまう可能性が非常に高いところまで、進んで

きてしまったのです。

カルマを制することができるのは、この宇宙を生み出した神様だけです。それゆえ神様は、

この進化の大周期を迎えた地球の人々が、累積したカルマの連鎖を断ち切り、進化できるよ

うに、地球と人類に対してある御業を行ってくださいました。
み わ ざ

3. 日本の地

この宇宙に存在するどの惑星においても、その星の運命をつかさどる大切な場所、すなわ

ちその星の霊的中心地が、必ず一か所存在します。

この地球においては、それは日本の地にあります。これは日本という国家がそうなのでは

なくて、日本の国が存在する地域そのものが、地球の霊的中心地として定められている、と

いう意味です。日本の地は、万物の創造主である神様をあがめ、神様に祈りをささげる、そ

のような役割の場所として、この惑星に存在しています。

実は、この日本の地において、1960年ごろから四十数年間にわたって、日本に生まれたワ

ンダラーによって、人知れず、ある「行為」がなされてきました。

それは、地球人類の累積したカルマを解いていただく神様の御業と、深い関係があります。

その「行為」とは一体何でしょうか。
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4. 地球人類の卒業試験

これからお伝えすることはとても難解のため、分かりやすい例えに言い換えますと、日本

のワンダラーが四十数年間にわたって果たしてきた「行為」とは、神様が行われる地球人類

の卒業試験を受験してきた、ということです。

地球人類に対して、他の惑星の方々が直接干渉することはできません。地球人のことは地

球人自ら行わなければなりません。そのため、ワンダラーは地球人として働くために、この

地に生まれて来ています。

そしてワンダラーは地球人として、神様の、「地球人は進化を望みますか、あなたたちに

はその資格がありますか」という試験問題に対して、「私たちは多くを学び、神様の声を聞

けるほどに心が育ちました。次の段階へ進化させてください」と回答する、その試験を四十

数年間にわたって受け続けてきた、というわけです。

この神様の試験問題に対する回答は、回答する地球人自身が次の進化段階を迎えるにふさ

わしいバイブレーションを体現していなければなりません。そうでないと、例えば試験が始

まっていることに気が付かない、試験問題を理解することもできない、ということになりま

す。

この難解な試験に合格するのは、カルマの累積した地球の人々ではもう不可能になってし

まったので、日本のごく少数のワンダラーたちが、日本の地において、この卒業試験を受け

てきたのでした。

5. 神様の御業

この卒業試験の例えを、もう少し核心に近い言い方に直しますと、それは、「地球と人類

が滅亡に至らず、高いバイブレーションの世界へ進化できるよう、そして累積したカルマの
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連鎖を断ち切ってくださるよう、神様の御業を行ってください」と、天の神様にお願いの祈

りをささげることでした。

そしてその祈りは、四十数年の歳月をかけて、神様の問いかけに応えて適切にささげられ

て来ました。すなわち、地球人類は卒業試験に合格し、神様の御業は成就したのです。

この神様の御業のことを、『湧玉の祝事の儀式』といいます。とても日本的な古風な名称
わくたま いわいごと

ですが、最もふさわしい呼び名です。

「儀式」というと、何か宗教的な感じを抱かれるかも知れませんが、「セレモニー」と英

語に言い換えればいかがですか。そんなに違和感はないのではないでしょうか。学校の入学

式や卒業式、結婚式やお葬式、すべてセレモニーつまり「儀式」です。私たちの生活にはそ

の都度、区切り、けじめがあります。それは宇宙でも同じことです。

この地球と人類に対して行われた最も大きな区切り、それが『湧玉の祝事の儀式』なので

す。

6. 生命について

ところで、「人間の生命」または「人間の心」と言い換えてもいいですが、このことにつ

いて、あなたはどのように理解していますか。

現在の地球では、大きく分けて二通りの考え方があるようです。一つは「人間は輪廻転生
りんねてんしよう

を繰り返して永遠に存在する」という考え方。もう一つは「人間は死ねば終わり。無に帰す

る」という考え方です。およそどの人も、このどちらかの考え方をもっていることでしょう。

しかし、宇宙の眼から見れば、このどちらも真実ではないと言わねばなりません。確かに、

この大宇宙の中で神様から分かたれた「魂」は、未来永ごうに存在します。けれども、その

魂に育ってゆく自由意思、つまり「人間の心」も、無条件に永遠に存在するのかと言えば、
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実はそうではないのです。

神様から自由意思をいただいた人間の心が、宇宙と調和する「光」の方向へ育ってゆくの

か、それとも宇宙と調和せず「闇」にとどまったままなのか、それは、自由意思を与えた神

様にとっても、自由意思をいただいた魂にとっても、大きな大きな謎なのです。

もし、人間の心が、「闇」にとどまったままならば、その自由意思はやがて消滅します。

そして「光」に向かって育つならば、その自由意思は永遠の存在を約束されます。

このどちら側へ転ぶのか、そこに先ほどの『湧玉の祝事の儀式』が大きく関係してくるわ

けです。

7. 永遠の存在へ

ここに、地球の皆様へ、日本のワンダラーから、つつしんで申し上げます。

地球人類は、天の神様に、「光」の方向へ育ってゆくと認めていただきました。そして、

天の神様の御業である『湧玉の祝事の儀式』を、成就していただきました。

『湧玉の祝事の儀式』の成就により、地球人類は、次の段階へと飛躍的な進化を遂げ、こ

れ以後、この宇宙に永遠に存在できることが約束されました。

地球の人々が、現在までの７回にわたる文明のあいだに培ってきた心、気の遠くなるよ
つちか

うな時間の流れの中で、生老病死、愛別離苦を繰り返して育ってきた心は、忘却のかなたへ

消え去ることなく、この宇宙に、これから未来永ごうに存在できます。

そして、人類のみならず、惑星地球と自然界のすべての生き物、全存在一切のものは、人

類とともに、新しい、高いバイブレーションの世界へ進化します。

新しい世界では、地球人類は神様からいただいた自由意思の本当の素晴らしさ、自らに与

えられた創造力の偉大さに、驚き、興奮し、神様に深い感謝をささげることになるでしょう。
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第３部 宇宙船・円盤

1. 我が家の建て替えの話

ここでまた一つ、例え話をします。

ある家族がいます。両親と、お兄さんお姉さんと、反抗期の末っ子です。お父さんが、「我

が家も古くなって、あちこち傷んできたし、みんなも大きくなって、生活様式に合わなくな

ってきたので、建て替えたいと思う。そのことで家族みんなで相談しよう」と呼びかけます。

家族のみんなは大喜びです。

ところが反抗期の末っ子だけは、家族がどれだけ誘っても、自分の部屋で音楽を聴いてい

て耳を貸しません。何度誘ってもダメです。仕方なく、他のみんなで新しい家の設計につい

て相談しました。

やがて設計図が出来上がり、建築会社の準備も整い、いよいよ工事が始まることになりま

した。工事は、まず家族が古い家を引っ越して、建築会社が家を解体します。そしてまっさ

らになった敷地の上に、新しい生活様式を取り入れた快適な家が新築される予定です。

家族の相談に耳を貸さなかった末っ子は、もちろん家族が引っ越しする理由が分かりませ

ん。なぜだろうと思いながらも、深く考えようとせず、そのまま自分の部屋にいます。しか

し工事のスケジュールは決まっているため、作業はどんどん進みます。

建築会社は、古い家の解体作業に取りかかりました。屋根が外され、壁が壊されます。砂

ぼこりが舞い、これまで過ごしてきた我が家が、音を立てて崩れてゆきます。

そのさまを見て、末っ子は大騒ぎです。自分の大切な家に何をするんだと、建築会社に怒

っています。自分の家が解体されていく様子を見ながら、住む家がなくなると絶望していま

す――。
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2. 現代文明の終えん

さて、我が家の建て替えの話の意味するところは、もうお分かりでしょうか。

古い家とは、地球の現在の文明。新しい家とは、次の新しい世界のことです。地球人類は、

『湧玉の祝事の儀式』の成就により、新しい世界に飛躍的に進化できることが約束されまし

た。そしてそのことは、現在の古い文明が終了することを意味します。

古い文明の終了は、もうすでに世界中で、自然環境の変化、民族間の争い、社会を動かし

てきたシステムの行きづまりなど、さまざまな形で表面化してきています。

これからもっともっと激しくなってゆく、この古い文明の終わりの姿について、もしあな

たがその理由を知らなかったとしたら、いかがですか。先の例え話の末っ子と同じで、目の

前の出来事に混乱し、絶望的な気持ちになってしまうことでしょう。

けれども、その理由が分かっていれば、たとえ大変厳しく見える、これからの変化の姿も、

神様への感謝の思いをもって、受け止めることができるはずです。

これから地球上に繰り広げられる、この厳しい変化は、新しい世界を地球人類がいただく

ために、どうしても避けては通れないことなのです。

3. 宇宙船・円盤の出現

現在、地球には、この太陽系はもちろん、別の太陽系や別の銀河系宇宙からも、他の惑星

の方々が訪れています。そして地上では、私たちワンダラーが、地球の人々の心が宇宙へ開

かれるように、世界中でそれぞれの役割を果たしています。

これから、地球の人々の心が着々と変化してゆき、天の神様が、地球人類は新しい世界へ

移行するための一つのレベルに達したと、ご判断してくださったとき、宇宙船･円盤によっ
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て、ある大デモンストレーションが行われます。

それはある日、地球を覆うほどに膨大な数の宇宙船・円盤の大船団が、地球上空に突然姿
ぼうだい

を現すことによって始まります。それは何の前触れもなく始まります。全世界中ほとんど同

時に起こります。

そして、上空の宇宙船から、それぞれの国の人々に分かる言葉で、ある放送が行われます。

その内容は、「地球の現在の文明は終わりの時を迎えたこと。上空の宇宙船・円盤は皆さん

を助けに来たこと。地球はまもなく大きな地殻変動を起こすため、宇宙船に乗って上空へ避

難する必要があること。宇宙船への乗船は強制ではないこと。これは万物の創造主の御計画

により行われていること」などが語られるでしょう。

その放送が終わったあと、全天空を埋め尽くしていたはずの宇宙船・円盤は、今度はこつ

ぜんと姿を消します。一機残らず消えてしまいます。一体どうしたことでしょうか。

4. 自由意思による乗船

宇宙船・円盤が姿を消したあと、地上ではさまざまな議論が繰り広げられるでしょう。テ

レビやラジオでは有識者の討論が行われ、各国の政府声明が、続々と発表されるかも知れま

せん。

この時、地球の人々は、目の前で起こった出来事を信じて、宇宙船の放送で知らされた乗

船地点に向かって、直ちに行動を開始するか、もしくは、今しがた起こった宇宙船・円盤の

現象は、集団催眠か大がかりなトリックに違いないと言って、今までどおりの生活に戻るか、

その二者択一を迫られます。

地球人類の一人ひとりが、新しい世界へ心を開くか、もしくは、古い世への執着をまだ離

せないか、そのどちらであるかを問われます。

宇宙には一切強制や命令はありません。個人の自由意思がすべてにわたって尊重されます。
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そのために、自らの行動を自ら判断してもらうため、宇宙船・円盤はいったん姿を消すので

す。

宇宙船の放送を信じた人々は、指定された乗船地点へ向かって行動を開始します。そして

全員が乗り込みます。身体が不自由だったり病気で動けないために乗船地点まで行けない人

は、宇宙船に乗船したいという何らかの意思表示をすれば、その場で乗船できます。

このようにして、自らの意志で乗船を希望した人々は、世界中で一人残らず乗船します。

5. 惑星地球の大クリーニング

宇宙船が出現した時、「地球はまもなく大きな地殻変動を起こすため、宇宙船に乗って上

空へ避難する必要があります」と放送されると書きました。

『湧玉の祝事の儀式』の成就により、惑星とそこに住む人類が新しい世界へ進化するとき、

それまでの古い世界は終わりを迎え、その文明の一切のものは消え去ります。それは具体的

には、地軸の急激な傾斜による、地殻の大変動として起こります。

地軸の傾斜は、惑星とそこに住む人類が一大進化を遂げるために、避けることはできない

プロセスです。この現象により、今の大陸は海に沈み、海中から新たな土地が隆起します。

地球上には全く新しい地図が描かれることになります。

この惑星の大クリーニングのときに、人類が地上にとどまっていることはできません。地

上にはどのような方法でも、この変動を避けられる場所は一か所も無く、全人類は地球の外

へ一時避難する必要があります。

この一時避難のため、おびただしい数の宇宙船・円盤が、すでに地球上空に見えない姿で

待機しているわけです。

乗船のあと、地球の人々は、これまで自分たちを育んでくれた地球が、地軸の傾斜を起こ

して変化してゆく様子を、宇宙船の中から感謝の思いをもって眺めることになるでしょう。



- 17 - https://www.messagefromvenus.jp/

6. すべての人が救われる

さて、あなたは、自分の意志で乗船を選択しなかった人たちはどうなるのか。例えばあな

たが乗船しようと思っても、家族や友人がそうでなかった場合はどうなるのか、疑問を感じ

ていることでしょう。

しかし安心してください。たとえ乗船を選択しなかったとしても、その人たちも最終的に

は乗船します。その人たちの自由意思はどこまでも尊重されて、なおかつ、乗船して救われ

ます。ただ、その乗船の仕方は異なります。どのようにして乗船するのか、そのことについ

ては、また別の機会にお伝えします。

もう一つ、こんなことを疑問に思っているのではないでしょうか。地球的なものの考え方

では、善い人、悪い人というような区別をしますが、悪い人たちも一緒に乗船できるのか、

不公平ではないか、という疑問です。

宇宙の眼から見れば、この地球上で生活しているすべての人々は、この世界の中でお互い

の行為が複雑に絡み合って、今の世のカルマの姿となって現れています。ですから、同じ星

の上でともに生活している以上、完全に無垢な人というのはありえません。つまり、この人
む く

は善人であの人は悪人というように、区別できるものではないのです。

この複雑に絡み合ったカルマの連鎖を断ち切っていただくために、天の神様は『湧玉の祝

事の儀式』を行ってくださいました。したがって、新しい世から見れば善人も悪人もなく、

全地球人類は、新しい世へ進化するために、何らかの方法ですべて乗船できるのです。
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7. 新しい地球の名は『アルス』

このようにして、全人類、全動植物、どんなに小さな命に至るまでも、すべてのものが宇

宙船・円盤に乗船し、引き上げられます。そして、母船といわれる巨大な宇宙船か金星や他

の惑星において、ある一定期間を過ごし、地球の大クリーニングが完了するのを待ちます。

やがて、地球の地殻変動が収まり、陸地が整い、気候が穏やかになってくると、避難して

いた地球人類と動植物の帰還が始まります。そして、他の惑星の方々の助けを受けながら、

新しい世界の建設が開始されます。

新しい世界は、古い物質文明から何も引き継がない、全く新しい秩序の世界です。日々は

今と異なって計算され、貨幣経済はもはや無く、物質は人類の良い想念のままに創造されま

す。すべてが自然の秩序に従って成り立つ、奉仕と調和の世界となります。

人類は、このときから本当の、宇宙の他の惑星との交流が始まります。惑星間の旅行は、

地方を旅行するほどに簡単になるでしょう。新しい地球の名前もすでに決まっています。そ

の宇宙名は『アルス』といいます。万物の創造主の祝福したまう星です。

すでにサナンダ様から、宇宙のすべては準備万端整っていますと知らされています。あと

は、地球の人々の心が、その時を迎えてもよい一定のレベルにいつ達するのか、その一点に

かかっています。それはあなたの心にもかかっているのです。
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第４部 これからの生活

1. 浮き上がったカルマ

これまで述べてきた中で、地球と人類は新しい世界へ進化できること、やがて宇宙船・円

盤が空に現れ、それを合図として全人類は乗船すること、などが分かりました。

では、私たちはこれからの生活を、どのように過ごせばよいのでしょうか。

天の神様の御業により、地球人類の累積したカルマは断たれ、新しい世界へは一切持ち越

されません。しかしそれで、地球の人々が生み出してきたカルマのすべてが、直ちに消え去

ったわけではありません。

根っこが断たれ、浮き上がったカルマが、これから地球の人々の身のまわりや社会に噴き

出してきます。そのカルマから学ぶこと、それが地球人類に残された課題です。

地球の人々が７回にわたる文明のあいだに積み重ねてきたカルマが、個人に、社会に、目

に見える形となって噴き出してきます。個人のさまざまなトラブル、天災、人災、国際紛争

などとして表れ、それは凄まじいものとなるでしょう。まさに世の終わりの姿です。

誤った文明の築き方をすれば、どのような結果を招くのか。それを地球人一人ひとりが身

をもって体験し、心に刻み込みます。これは、新しい世界においてはもう二度と、同じ過ち

を繰り返さないための、最後の学びなのです。
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2. 消えてゆく価値観

では、人類がカルマを生んできたものの考え方、古い文明とともに消えてゆく価値観とは、

具体的にどのようなものでしょうか。そのすべてはとても書ききれるものではありませんが、

主なものを挙げてみましょう。

・自我、我欲……他人よりも自分を大事に思う、優先しようとする心。

・物欲……求めれば際限なく続き、さらに苦しい状態になる心のさま。

・強制……ものごとを押しつける心。自分の都合、考えに他人を無理矢理従わせようとする、

神様の御心と正反対の心。他人の自由意思を否定する心。

・怠惰、無気力……神様からいただいた自由意思を自ら否定して、退化しようとしているさま。

・形の威厳、権威……力に頼って他を圧しようとするさま。

・不平不満、怒り……自我の心の現れ。

・自己愛、利己主義……自我の心の現れ。

・虚偽、ごう慢……自我の心の現れ。

・間違った祈り……自分に都合のよいことを神様に強く願うこと。

今の世界においても、これらの考え方は間違っている、もしくは片寄っているということ

は、ほとんどの人には分かっています。でも地球は正しく進化してきませんでした。

それは自分の得とか、勇気がないためにまわりに流されて、心に湧いてくる正しい思いを

貫き通すことができなかった。そして次第に、そうすることが普通に感じられるようになっ

た。その結果、知らず知らずのうちにカルマをつくり、さらにカルマがカルマを生んで、今

の地球のような姿となってしまった、というわけです。
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3. 新しい世の価値観

一方、永遠の進化の方向へと道が開けてゆくものの考え方、理念、新しい世の価値観はど

のようなものでしょうか。私たちワンダラーが、サナンダ様はじめ他の惑星の方々から学び、

日々心がけていることを紹介します。

・真……自分が天の神様からいただいている宝ものに気付き、それをまわりの人へかけるこ
まこと

と。また、まわりの人をカルマから守ってあげられる宝ものを考え、それをまわり

の人へかけること。

・愛……恋愛、家族愛といった狭い範囲の愛ではなく、万物を生かす神様の御心にかなった愛。

・万物一体、調和、自然……愛とともに宇宙にあまねく通用する価値観。

・のんき……どのようなときでも、苦しいときや不安に思うときでも、神様にすべてを預け

られる、任せられる心。

・素のまま、素直、素朴……心に構えがなく、あるがままを受け入れられるさま。

・質素、簡素……物質を必要以上に求めない、足ることを知る心。

・心の礼儀……見せかけや形だけの礼儀ではなくて、心からの礼儀。

・節度、忍耐、敬けん……真、愛の心の現れ。

・正しい祈り……心の中に自然と湧く神様への言葉を、ささげること。

宇宙の事がらを、地球上の限られた言葉で表現するのには無理がありますが、あえてその

一部を書いてみました。

これらすべては、突き詰めれば「真」と「愛」に集約されるでしょう。「真」と「愛」こ

そは、人類の正しい進化の方向に貫いて流れる、宇宙の根本理念です。
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4. 新しい世の建設はすでに始まっている

さて、根っこが断たれ、浮き上がったカルマがこれから噴き出してくる、そこから学ぶこ

とがこれからの課題です、と前に書きました。では具体的に、私たち地球人は何をすればよ

いのでしょうか。

「我が家の建て替えの話」を思い出してください。あの家族は、古い家の引っ越しや解体

をする前に、新しい家の設計について相談しました。新しい家の建築は古い家の解体が終わ

った後だけれど、その設計図は先に出来上がっていました。

この新しい家の設計図を作ること。これが、私たち地球人のこれからの仕事です。それは

実際には、古い世が壊れていく姿を見ながら、体験しながら、新しい世のあるべき姿を心に

描くことです。

身のまわりや社会に起きる出来事をよく観察し、この現象の原因は一体何だったのだろう、

天の神様の思いと照らして、「真」と「愛」に照らして、どこがいけなかったのだろう、そ

のようなことを自分なりに考えてみる。そして、新しい世界はどうあるべきか、どうあって

欲しいのかを、自問自答すること。その思いが、きたる新しい世の設計図になります。

このようなことは信じられないかも知れませんが、本当のことです。今のこの古い世も、

地球の人々が長い年月にわたって心に描き続けてきた思い（物欲、我欲）が、そのまま形に

なって現れたにすぎません。天の神様は人間の自由意思をどこまでも尊重されます。つまり、

新しい世の姿も、地球の人々が心から願った世界が、実際に形となって現れて来るわけです。

新しい世は、人々の心の輝きが見える世界です。人々が心に描いたことはストレートに形

となって現れます。ですから、できるだけ素晴らしい世界になるよう、今から心に描いてお

くことは、とても大切です。新しい世の建設は、もうすでに始まっているのです。
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5. 日々の生活を大切に

乗船の日が、実際にいつになるかは、誰もが気になるところです。しかし、それが具体的

に何年後かは、私たちワンダラーはもちろんのこと、他の惑星の方々も、サナンダ様にさえ

分かりません。

その日は唯一、地球人類の心のレベルが一定以上に達したと、天の神様が見定められたと

きです。

ですから、これからの生活にあたっては、将来の人生設計はしっかり立てて、学生は勉強

し、社会人は仕事をこなして、毎日を精一杯生きることが、極めて大切です。

もう乗船できるから、新しい世が来るからと、日々の生活がおろそかになったり、努力す

るのをやめてしまうことは、絶対に避けなければなりません。それは新たなカルマを生むこ

とになります。

新しい世へは、古い地球のカルマは持ち越せません。今新たなカルマを生み出せば、それ

は生み出した本人が、乗船の日までに自分で解かなければなりません。それはとても苦しく、

厳しい体験となるでしょう。

これからの日々の生活は、自分のまわりの人たちと和合し、争わず、問題が起きてもかき

立てず、これまで放置してきた懸案事項や、解決できていない心配事にも取り組んでくださ

い。そして、「真」と「愛」にのっとった毎日を送り、不必要なことはせず、不必要な言葉

は発せず、明るく、陽気に過ごすことが大切です。

そうして、宇宙船・円盤が天空に満ちる日が到来したら……、その日以降のすべての予定

をキャンセルして、まわりの人たちと手をたずさえて、新しい世界へと歩みを進めましょう。
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6. 思いを宇宙へ

このたびの地球と人類の一大進化の計画は、あなたがおよそ想像もつかないほどの規模と

時間の流れの中で、行われてきました。

宇宙からは、万物の創造主である天の神様、イエス様として肉体をつけられたサナンダ様、

天の神様の席の方々、他の惑星の方々の、計り知れないお働きがあり、地球上では、地をつ

かさどる神々様、地球の高い霊圏の方々、山川草木の自然霊がその働きに呼応して、そこに

私たちワンダラーが何とか参加できて、その結果、成し遂げられてきました。

しかも、地上の私たちワンダラーが果たしてきた役割は、全体のわずか１パーセントほど

にすぎず、大半の９９パーセントは天の神様、サナンダ様はじめ天の方々と、地の神々様の

お働きにより、成就したことです。

神の存在すら認めていない人のいる今の地球で、このようなことはなかなか理解し難いで

しょうけれど、乗船の日以降、すべては明らかになります。あなたはその時、地球の人々の

全く知らない間に行われてきた、この御計画の深遠さ、遠大さに、驚嘆し、神様に深い感謝

の思いを抱くことになるでしょう。

あとは、地球の人々の心の変化を待つばかりです。心が新しい世界へと開いた人の中には、

宇宙船･円盤からのさまざまなサインを見る人も現れるでしょう。このことは、これから世

界中で増えてくるでしょう。

これからの日々の生活は大変厳しいけれど、いつも心を天に、思いを宇宙へ向けてくださ

い。そして、地球と人類に新しい進化の場を与えてくださった、天の神様へ、心からの感謝

の祈りをささげてください。
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お わ り に

最後までお読みいただき、ありがとうございました。

私たちワンダラーは、ここまで書き終えて、この大切な事がらをホームページという方法

を使ってあなたへお届けすることができ、心の底よりうれしく感じています。そして、私た

ちの責任の一端を果たせたことに安堵しています。

しかし、私たちはこの内容を、あなたへ押しつける気持ちは毛頭ありません。この内容が

重要かどうかは、読まれたあなた自身がご判断されることです。ただ、行間の奥から、私た

ちワンダラーの真の思いをくみ取っていただければ、これに勝る喜びはありません。

まだまだ書ききれないことがたくさんあります。それらも今後少しずつ、このホームペー

ジ上で発表してゆきたいと考えています。

２００９ 年 １０ 月 ４ 日


